
消防署からのお知らせ消防署からのお知らせ 第３回 鶴居村防火標語「慣れたころ　油断してると　火の危険」
令和5年度 全国統一防火標語「火を消して 不安を消して つなぐ未来」

　室温や気温が高い中で、体内の水分や塩分（ナトリウム）などのバランスが崩れ、体温の調節機
能が働かなくなり、体温上昇、めまい、体のだるさ、ひどいときには、けいれんや意識の異常など、
様々な障害をおこす症状のことです。 
　家の中でじっとしていても室温や湿度が高いために、体から熱が逃げにくく熱中症になる場合が

ありますので注意が必要です。

熱中症とは？

○ 自分で水が飲めなかったり、脱力感や倦怠感が強く、動けない場合は、
ためらわずに救急車を呼んで下さい。

○ 意識がない（おかしい）、全身のけいれんがあるなどの症状を発見され
た方は、ためらわずに救急車を呼んでください。

こんな時はためらわず救急車を呼びましょう！！

熱中症を予防して元気な夏を！

熱中症予防のポイント熱中症予防のポイント

部屋の温度をこまめにチェック ! （普段過ごす部屋には温度計を置くことをお奨めします）

室温28℃を超えないように、エアコンや扇風機を上手に使いましょう !

外出の際は体をしめつけない涼しい服装で、日よけ対策や適度な休憩を

日頃から栄養バランスの良い食事と体力づくりを

のどが渇く前に水分補給！

令和５年８月号　６



　人間の熱バランスに影響の大きい「気温、湿度、輻射熱」の３つの要素を取り入れた温度の指標
です。同じ気温でも湿度などにより暑さ指数が高い日の方が熱中症の症状が出やすくなることがわかっ
ています。

詳しくは下記サイトを

熱中症予防　環境省

暑さ指数（WBGT）をご存じですか？暑さ指数（WBGT）をご存じですか？

暑さ指数
（ＷＢＧＴ）

気温の効果 湿度の効果 輻射熱の効果
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火事・救急・救助は１１９番
（通報は落ち着いて・ゆっくり・はっきりと）
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